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�　先週例会を欠席し、齋藤副会長に会長代行

をしていただきありがとうございました。

�　９月２１日午後４時３０分より留萌商工会議所

のスピードダウン旗の波作戦にお忙しい中１６

名の会員の参加を頂きました。参加された会

　員の皆様ご苦労様でした。

�　９月２１日午後６時から留萌ライオンズクラ

ブチャーターナイト４７周年記念祝賀会に出席

してきました。

１）財団法人ロータリー米山奨学会より米山奨

学事業豆辞典が送付されて来ました。皆様に

配付いたします。

２）新年度に入り３ヶ月が経過しようとしてい

ます。上期の会費お忘れの方、納入をお早め

にお願いします。

ゲスト
　留萌市温水プールぷるも

　　　　コーチ　本平　　梢様

�����　　　　　　　　　　　高田委員長
（前回のつづき）

　人道的奉仕活動には、社会奉仕と国際奉仕の

二つの分野がありますが、この問題を論じる前

に国際奉仕について整理をしておく必要があり

ます。国際奉仕には、ロータリーの綱領第４項

に明記されている「奉仕の理想に結ばれた事業
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と専門職務に携わる人の世界的親交によって国

際間の理解と親善と平和を推進すること」とい

う国際奉仕の本来の活動分野と、近年、国際奉

仕活動の主流となっている、外国の地域社会が

必要としているプロジェクトに参画する世界社

会奉仕の分野があります。ロータリーの歴史的

背景からも、この世界社会奉仕を国際奉仕の分

野に入れるのはおかしなことであり、社会奉仕

　Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ Ｓｅｒｖｉｃｅ の Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙの

範囲が広がって、地球全体をＣｏｍｍｕｎｉｔｙと考

えれば、人道的奉仕活動に入るべき国際奉仕活

動はすべて社会奉仕に統合すべきものと思いま

す。したがって今後の社会奉仕活動は、その対

象を国内の地域社会だけに限定するのではなく、

広く地球全体を対象にしなければなりません。

（田中毅ＰＤＧ作「ロータリーの源流」より引用）

・・先週例会を欠席し斎藤副会長に代理をして頂

きました　ありがとうございました　本日の

情報夜間例会の準備ご苦労様でした　　

　中川会長
・・麻雀大会優勝しました　　　　　　武井会員

・・麻雀大会１位　　　　　　　　佐藤（寛）会員

・・結婚記念にケーキいただきました　遠藤会員

　前　回　　４４５，０００円

　今　回　　　８，０００円

　累　計　　４５３，０００円
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テーマ　もう一度、考えよう職業奉仕

　佐藤（潔）職業奉仕委員長
　本日のテーマ「もう一度、考えよう職業奉仕」

と幅広いテーマですので、少しお話をさせてい

ただきます。職業奉仕の事例集の中から前段の

部分を読みますと、ロータリーには奉仕の四大

分野があり、クラブ奉仕、職業奉仕、社会奉仕

そして国際奉仕であり、そのうち職業奉仕は、

ロータリーの特色であり、金看板であると言わ

れています。

　それはロータリーの進化の途上、最初に掲げ

られたものが職業奉仕であり、それから社会奉

仕に展開し、国際奉仕に昇華したという歴史的

な事実。従って他の奉仕団体にない分野である

事から、ロータリーを特色づけるものとなって

います。

　その上、ロータリーの奉仕は個人個人がする

ものとの立前から、誰でも、いつでも出来る奉

仕として職業奉仕が挙げられております。これ

が金看板である所以であります。

　しかし現実には、一口に職業奉仕は難しい、

判らないと言われ、フォーラムでもアッセンブ

リでも他の部門に比べ低調であります。もっと

も判らぬものを「やれやれ」と鞭撻されても、

目標がハッキリしなければ力の入れようがあり

ません。いくら金看板として掲げても、それ相

応の内容がなければ羊頭狗肉で、四つのテスト

に泣かれます。

　ではなぜ職業奉仕は難しく、あるいは判らな

いのでしょうか、あるガバナーはこう言ってい

ます「四つのテストでは商売が成り立たない。

金儲けと職業奉仕は両立しない。」と頭から投げ

かけているからだと思います。

　いやしくも、職業奉仕を志すロータリアンを

そんな目で見ては、我々自らロータリーを卑下

する事になると思います。また、これとは別の

理由に職業奉仕を難しいものにしているのは、

理屈が多すぎるからだと思います。

　そこで、本日のテーマでもあります「もう一

度、考えよう職業奉仕」について皆さん個人個

人で、職業奉仕をどの様に考えているか思いの

ままに意見を述べて頂きたいと思います。

������

　　　１．真実か　どうか。

　　　２．みんなに公平か。

　　　３．行為と友情を深めるか。

　　　４．みんなのためになるかどうか。
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１．顧客に対して：

最上の品質、最高のサービスを提供してい

るか。

常に正直と親切を旨としているか。

２．従業員に対して：

彼らの長所を充分に認め、かつそれを買っ

ているか。

安全で快適な職場を確保しているか。

苦情に対して公平に処理しているか。

自ら誠実、正直、善意の手本を示している

か。

３．競争者に対して：

公正な態度で接しているか。

行動を以って接しているか。

彼らと共に事業の水準を高める努力をして

いるか。

４．協業者に対して：

公平で且つ友情に満ちた関係を保っている

か。

何時も支払いを良くしているか。

１班　中出リーダー・坂井サブリーダー

２班　対馬リーダー・森（幹）サブリーダー

３班　二ノ宮リーダー・西谷（恭）サブリーダー

４班　原田リーダー・西谷（英）サブリーダー

５班　渡邊リーダー・宮井サブリーダー
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